
JR
不
採
用
問
題
で
の
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
、
「
雇
用
問
題
」

に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
と
、
政
治
の
混
乱
を
受

け
て
、
状
況
を
見
守
る
状
態
で

推
移
し
て
い
た
が
、
4
月
か
ら

5
月
に
か
け
て
、
政
治
窓
口
の

議
員
な
ど
か
ら
国
交
省
に
対
し
、

「
JR
各
社
へ
の
雇
用
要
請
」
を

再
々
に
わ
た
り
要
請
。

6
月
10
日
に
JR
各
社
に
対
し

て
要
請
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

そ
し
て
6
月
13
日
、
国
交
省

の
津
川
政
務
官
が
JR
7
社
に
四

者
四
団
体
の
「
雇
用
希
望
者
最

終
報
告
書
」
を
提
出
。

同
時
に
JR
7
社
よ
り
連
名
で
、

「
JR
不
採
用
問
題
に
関
す
る
基

本
的
考
え
方
」
が
示
さ
た
。

そ
の
内
容
は
、
不
採
用
問
題

は
既
に
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、

「
JR
各
社
に
採
用
責
任
」
は
な

い
と
確
定
し
て
お
り
、
採
用
を

考
慮
す
る
余
地
は
な
い
と
し
て

い
る
。

加
え
て
、
国
鉄
改
革
の
経
緯

を
示
し
、
「
余
剰
人
員
調
整
策

に
協
力
し
た
職
員
と
の
間
に
不

公
平
が
生
じ
る
」
な
ど
と
し
て
、

JR
各
社
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
関
連

会
社
へ
の
雇
用
を
拒
否
し
て
い

る
。三

党
政
治
窓
口
か
ら
「
雇
用

は
ゼ
ロ
」
の
回
答
を
受
け
取
っ

た
四
者
四
団
体
の
政
治
窓
口
は
、

「
四
者
四
団
体
会
議
に
は
か
り

返
答
し
た
い
」
と
持
ち
帰
っ
た
。

開
催
さ
れ
た
四
者
四
団
体
会

議
で
は
、
国
労
、
共
闘
会
議

（
三
者
三
団
体
）
は
、
「
政
府
・

JR
の
対
応
は
不
満
。
し
か
し
精

一
杯
の
努
力
は
し
た
。
引
き
時

で
あ
る
」
と
の
見
解
。

ま
た
全
動
労
と
建
交
労
は
、

「
ゼ
ロ
回
答
は
不
満
。
引
き
続

き
政
府
を
追
求
す
る
」
と
、
意

見
の
相
違
が
あ
り
、
結
論
は
各
々

の
意
見
を
尊
重
し
、
各
組
織
で

判
断
を
行
う
こ
と
で
合
意
。

ま
た
四
者
四
団
体
は
、
6
月

30
日
に
解
散
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

各
団
体
の
動
き
は
、
6
月
24

日
に
国
鉄
闘
争
共
闘
会
議
が
解

散
総
会
を
開
催
し
、
「
苦
渋
の

選
択
で
雇
用
を
断
念
し
た
」

「
今
後
は
社
会
正
義
の
立
場
か

ら
JR
会
社
を
追
撃
す
る
」
と
の

声
明
を
発
表
。

ま
た
、
6
月
30
日
、
闘
争
団

全
国
連
絡
会
議
の
神
宮
議
長
は
、

「
地
元
で
の
雇
用
に
全
力
を
挙

げ
る
」
と
し
、
収
束
を
宣
言
。

7
月
29
日
に
解
散
の
予
定
だ
。

全
動
労
争
議
団
は
、
7
月
1

日
に
役
員
会
を
開
催
し
、
雇
用

確
保
に
向
け
た
運
動
の
継
続
を

確
認
し
た
。

一
方
で
、
国
労
は
7
月
1
日
、

全
国
代
表
者
会
議
で
収
束
の
方

向
性
を
確
認
し
、
大
会
で
は
追

加
方
針
を
提
案
す
る
予
定
だ
。
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6
・
20

貨
物
夏
季
手
当
低
額
回
答
抗
議
集
会
（
仙
・
郡
）

6
・
25

地
本
工
務
協
議
会
定
期
委
員
会

7
・
1

東
日
本
本
部
組
織
対
策
オ
ル
グ
（
郡
山
）

7
・
2

東
日
本
本
部
組
織
対
策
オ
ル
グ
（
仙
台
）

7
・
5

第
10
回
地
方
執
行
委
員
会

6
月
13
日
、
国
交
省
は
JR
7
社
に
対
し
、
雇
用
の
要
請
を
行

な
っ
た
が
、
同
時
に
JR
7
社
よ
り
、
「
JR
不
採
用
問
題
に
関
す

る
基
本
的
考
え
方
」
が
提
出
さ
れ
、
結
果
的
に
雇
用
は
拒
否
を

さ
れ
た
。

 
こ
の
ゼ
ロ
回
答
を
受
け
て
、
四
者
四
団
体
は
6
月
23
日
に
会

議
を
開
催
し
検
討
。
結
論
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
判
断
に
委
ね
た
。

▼
震
災
に
対
す
る
労
組
の
対

応
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
手

前
味
噌
の
よ
う
で
恥
ず
か
し

く
、
ま
た
批
判
に
受
け
止
め

ら
れ
る
危
惧
も
あ
る
が
、
敢

え
て
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

▼
未
曾
有
の
震
災
に
怯
み
、

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
方
も

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

で
は
組
織
で
は
ど
う
だ
っ
た

か
。
全
国
に
は
大
中
小
、
多

く
の
労
組
は
あ
る
が
、
思
う

よ
う
な
動
き
が
で
き
な
か
っ

た
の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

▼
だ
が
、
国
労
の
動
き
は
素

早
か
っ
た
。
直
ち
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
状
況

把
握
と
援
助
、
支
援
へ

と
力
強
く
動
き
出
し
た
。

東
日
本
エ
リ
ア
の
殆

ど
の
地
域
で
被
害
を
被

り
、
特
に
東
北
の
太
平

洋
沿
岸
で
は
壊
滅
的
と

ま
で
言
わ
れ
が
、
温
か

い
激
励
と
支
援
の
手
は

北
海
道
か
ら
九
州
に
及

ん
だ
。
全
国
組
織
国
労
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
対
応
だ
。

▼
失
わ
れ
た
命
、
破
壊
さ
れ

た
家
は
戻
ら
な
い
が
、
そ
の

支
援
は
少
な
か
ら
ず
被
災
し

た
方
々
を
励
ま
し
、
勇
気
付

け
、
そ
の
傷
を
僅
か
で
は
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
癒
し

た
の
だ
と
確
信
す
る
。

▼
そ
し
て
そ
の
土
台
に
は
23

年
の
長
き
に
渡
っ
た
JR
不
採

用
を
め
ぐ
る
闘
い
が
培
っ
た

団
結
力
に
あ
る

こ
と
は
論
を
待

た
な
い
で
あ
ろ

う
。震

災
に
よ
っ
て

解
決
（
雇
用
）

が
遠
の
き
、
一

方
で
団
結
の
力

と
絆
を
確
認
す

る
と
は
何
と
も
皮
肉
な
結
果

で
あ
る
。

▼
人
生
を
か
け
て
自
ら
に
着

せ
ら
れ
た
汚
名
を
す
す
ぐ
た

め
、
国
を
挙
げ
て
の
不
当
労

働
行
為
に
敢
然
と
立
ち
向
か

い
、
闘
い
続
け
て
き
た
闘
争

団
と
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
。

苦
悩
と
怒
り
、
期
待
と
落
胆
、

挫
折
・
・
。

辛
酸
を
な
め
な
が
ら
も
、
し

か
し
屈
せ
ず
に
ま
た
立
ち
上

が
る
強
靭
な
精
神
力
と
気
高

さ
、
そ
し
て
温
か
い
血
の
通

う
そ
の
様
は
、
ま
さ
に
国
労

の
宝
と
い
え
よ
う
。

▼
課
題
は
何
か
。
宝
を
腐
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
。
同
時
に

宝
を
拡
大
す
る
、
つ
ま
り
労

働
者
の
団
結
を
広
め
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

手
段
は
様
々
あ
ろ
う
が
、
組

織
の
土
台
は
し
っ
か
り
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本

列
島
に
し
っ
か
り
と
根
ざ
し
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
堅
持

す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

東
日
本
大
震
災

に
よ
る
組
合
員

と
家
族
の
被
災

状
況
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
指

示
第
34

号
（
3

月
24
日
）
に
お
い
て
周
知
依
頼
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
の
大
規
模
な
余
震

の
発
生
や
、
各
種
証
明
書
の
発
行
遅
延
な
ど

で
、
地
本
本
部
に
対
す
る
集
約
の
遅
れ
や
漏

れ
が
あ
る
の
が
実
情
で
す
。

各
機
関
組
織
、
特
に
分
会
へ
の
お
願
い
に
な

り
ま
す
が
、
被
災
を
受
け
た
組
合
員
の
報
告

が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
地
方

本
部
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
交
運
共
済
の
調
査
と
は

別
の
も
の
で
す
。
共
済
に
報
告
し
た
だ
け
で

は
、
被
災
者
に
対
す
る
「
見
舞
金
」
の
取
り

扱
い
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

願
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
方
本
部
の
事
務
連
絡
（
6

月
20
日
付
）
に
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
不
明
な
点

は
、
地
方
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
本
部

役
員
に
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。



東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の

大
規
模
な
余
震
に
よ
る
被
災
状

況
の
集
約
に
つ
い
て
は
、
一
面

記
事
に
記
載
通
り
、
地
方
本
部

を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

地
方
本
部
は
今
回
の
被
災
状

況
の
最
終
的
な
集
約
の
目
処
を

7
月
末
に
設
定
し
て
お
り
、
各

分
会
・
支
部
に
対
し
て
、
引
き

続
き
、
正
確
な
調
査
・
集
約
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う

要
請
し
て
い
る
。

組
合
員
被
災
状
況
調
査

▼
家
族
死
亡

７
人

▼
安
否
不
明

４
人

▼
本
人
負
傷

1
人

▼
家
族
負
傷

1
人

▼
家
屋
全
壊

18
棟

▼
家
屋
流
失

4
棟

▼
床
上
浸
水

11
棟

▼
家
屋
半
壊

21
棟

▼
床
下
浸
水

6
棟

▼
家
屋
一
部
損
壊

233
棟

▼
家
財
損
壊

131
件

地
方
本
部
ま
と
め

（
7
月
1
日
現
在
）

東
北
工
事
事
務
所
分
会
「
ろ

ば
た
」
No
８
７
８
（
7
月
11
日
）

に
よ
れ
ば
、
同
分
会
の
組
合
員

で
あ
る
、
佐
藤
典
彦
氏
に
対
す

る
夏
季
手
当
（
6
月
28
日
支
給

日
）
が
担
当
者
の
失
念
に
よ
り
、

支
給
日
翌
日
の
6
月
29
日
に
支

払
わ
れ
た
と
い
う
も
の
。

内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
掲
載

す
る
。

1.

経
緯

▼
6
月
24
日

賃
金
支
給
日
に

担
当
者
が
28
日
午
後
に
手
当
を

持
っ
て
く
る
と
伝
え
る
。

▼
28
日
支
給
日

連
絡
な
し

▼
29
日
8
時
25
分
頃

担
当
者

か
ら
今
か
ら
届
け
る
と
の
連
絡

あ
り
。
佐
藤
氏
は
①
28
日
支
払

わ
れ
な
か
っ
た
理
由
②
責
任
を

取
る
人
を
明
ら
か
に
③
謝
罪
と

再
発
防
止
対
策
を
文
書
で
提
出

の
3
点
を
伝
え
る
。

▼
29
日
11
時
30
分
頃

担
当
者

と
担
当
副
課
長
が
書
面
と
手
当

を
持
参
。
書
面
内
容
が
佐
藤
氏

の
考
え
と
相
違
が
あ
り
、
再
提

出
を
要
望
。
手
当
は
受
け
取
ら

ず
。

▼
29
日
14
時
30
分
頃

具
体
的

対
策
を
追
加
し
た
書
面
を
確
認

し
、
手
当
を
受
け
取
る
。

2.

原
因
は
何
か

▼
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
担
当
者

は
28
日
、
安
全
衛
生
委
員
と
し

て
郡
山
に
出
張
。
産
業
医
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
、
と
あ
る
が
、

夏
季
手
当
支
給
確
定
は
5
月
18

日
。
調
整
、
依
頼
は
可
能
。

3.

謝
罪
と
な
っ
て
い
な
い

▼
担
当
者
は
「
自
分
の
責
任
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
を
繰
り

返
し
た
が
、
担
当
副
課
長
は
個

人
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

会
社
と
し
て
の
謝
罪
の
言
葉
が

な
く
、
佐
藤
氏
は
謝
罪
の
認
識

が
持
て
な
か
っ
た
。

▼
持
参
し
た
報
告
書
は
、
佐
藤

氏
へ
の
謝
罪
が
目
的
で
は
な
く
、

総
務
課
へ
の
報
告
の
た
め
に
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ら

れ
た
。

4.

今
後
に
つ
い
て

▼
賃
金
遅
配
の
ミ
ス
に
つ
い
て

は
、
佐
藤
氏
に
対
し
て
会
社
と

し
て
誠
意
あ
る
謝
罪
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
を
強
く
申
し
入

れ
る
。

現
在
、
仙
石
線
は
震
災
に
よ

り
高
城
町
駅
〜
石
巻
駅
間
が
不

通
と
な
っ
て
い
る
が
、
7
月
下

旬
か
ら
矢
本
駅
〜
石
巻
駅
間
を

気
動
車
に
よ
る
運
転
再
開
の
動

き
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
仙
石
線
福
田

町
駅
が
7
月
か
ら
業
務
委
託
化

の
動
き
の
中
、
福
田
町
駅
に
勤

務
し
て
い
る
A
さ
ん
（
仙
台
市

若
林
区
沖
野
）
と
B
さ
ん
（
仙

台
市
泉
区
松
陵
）
に
仙
石
線
の

矢
本
駅
へ
の
異
動
の
打
診
が
さ

れ
た
。

※
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
出

さ
れ
た
意
見

▼
矢
本
駅
〜
石
巻
駅
間
は
、
津

波
の
被
害
を
受
け
た
区
間
。

津
波
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
、

松
林
や
建
築
物
が
流
出
。
護
岸

工
事
の
復
旧
も
進
捗
せ
ず
、
津

波
の
被
害
を
受
け
や
す
い
状
況

だ
。
JR
は
、
地
元
の
自
治
体
要

請
に
よ
り
運
転
再
開
と
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
社
員
と
利
用
者

の
安
全
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
？

会
社
の
利
益
の
た
め
に
危
険

に
危
険
に
曝
さ
れ
る
の
で
は
。

▼
今
回
の
地
震
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
ら
せ
る
べ
き
。

▼
駅
員
や
乗
務
員
は
、
地
元
の

人
間
だ
け
で
は
な
い
。
緊
急
避

難
場
所
の
位
置
や
移
動
ル
ー
ト

を
認
識
し
て
い
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
運
転
再
開
以
前
に
、
避

難
誘
導
な
ど
の
異
常
時
訓
練
を

実
施
さ
せ
る
べ
き
。

▼
今
回
の
地
震
で
、
駅
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
が
不
足
が
判
明
。
配
備

要
求
を
。

▼
火
災
時
の
対
応
は
？

▼
連
絡
体
制
は
ど
う
す
る
の
か
？

▼
今
回
の
津
波
時
、
仙
石
線
輸

送
指
令
は
高
台
に
い
た
列
車
を

低
い
場
所
の
野
蒜
駅
に
誘
導
し

よ
う
と
し
た
。

指
令
員
の
地
震
・
津
波
に
対

す
る
教
育
訓
練
が
必
要
だ
。

▼
地
本
で
分
会
を
招
集
し
、
地

震
や
原
発
の
問
題
点
を
集
約
し

て
団
交
を
求
め
る
べ
き
。

▼
仙
台
地
区
の
組
合
員
が
矢
本

駅
に
配
転
さ
れ
た
場
合
、
高
城

町
駅
〜
矢
本
駅
間
は
バ
ス
代
行

輸
送
で
あ
り
、
通
勤
が
困
難
に
。
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退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
付

池
田

隆
さ
ん

山
形
連
合退

職

高
橋

秀
雄
さ
ん

山
形
連
合

テ
ク
ノ
山
形

岩
渕

正
則
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

テ
ク
ノ
利
府

上
野

正
利
さ
ん

福
島
建
築

Ｂ
Ｔ
若
松

田
村

鉄
己
さ
ん

仙
総
運
転

東
北
工
機
利
府

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

仙
台
支
社
は
、
保
線
業
務
の

社
員
を
中
心
に
出
向
先
か
ら
JR

へ
の
戻
り
の
発
令
を
行
な
っ
た
。

今
回
の
出
向
の
戻
り
に
つ
い

て
、
会
社
は
「
退
職
者
の
補
充
」

を
理
由
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
退
職
者
の

数
は
、
設
備
系
で
今
年
度
90
人
、

来
年
度
で
40
人
程
度
の
予
定
。

新
規
採
用
者
は
21
人
で
あ
る
。

異
動
さ
れ
た
み
な
さ
ん

◆
山
形
県
支
部

舟
山

厚
志
さ
ん

一
建
山
形
↓
山
形
保
技
セ

◆
福
島
県
支
部

持
地

久
夫
さ
ん

仙
建
福
島
↓
郡
幹
保
技
セ

田
代

光
雄
さ
ん

仙
建
福
島
↓
福
島
保
技
セ

大
石

正
昭
さ
ん

仙
建
福
島
↓
仙
建
郡
山

◆
宮
城
県
支
部

山
形

招
一
さ
ん

仙
建
仙
台
↓
仙
台
保
技
セ

大
友

昌
信
さ
ん

仙
建
利
府
↓
仙
幹
保
技
セ

水
戸

栄
一
さ
ん

仙
建
利
府
↓
仙
幹
保
技
セ

荒
木

博
明
さ
ん

仙
建
古
川
↓
仙
建
利
府

エ
ル
ダ
ー

幹
総
に
お
い
て
、
地
震
に

よ
り
天
井
か
ら
落
下
し
た
空

調
用
の
ダ
ク
ト
の
パ
ッ
キ
ン

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て

い
た
問
題
で
、
6
月
23
日
、

組
合
は
窓
口
を
通
じ
て
支
社

に
対
し
確
認
を
行
な
っ
た
。

組
合

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま

れ
て
い
た
物
は
何
か
。

会
社

名
称
は
フ
ラ
ン
ジ
用

パ
ッ
キ
ン
で
あ
る
。
建
築
の

資
料
か
ら
調
べ
た
。
東
北
工

事
事
務
所
が
担
当
し
、
現
在

は
撤
去
済
み
。

組
合

こ
れ
ま
で
の
調
査
か

ら
漏
れ
て
い
た
の
か
。

会
社

厚
労
省
な
ど
の
指
導

で
調
査
し
て
き
た
も
の
は
、

吹
付
剤
な
ど
の
飛
散
す
る
も

の
が
対
象
で
あ
る
。
た
だ
ア

ス
ベ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
対
応
し
た
。

組
合

ま
だ
被
災
し
な
い
で

残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

損
傷
し
、
飛
散
の
危
険
性
は

な
い
か
。

会
社

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有

を
調
査
し
、
今
後
空
調
の
改

造
も
行
な
っ
て
い
く
。


